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ま
ち
づ
く
り
の
基
本
に

つ
い
て
。
新
市
誕
生
は
、

内
外
の
評
価
も
高
く
市
民
の
期

待
も
大
き
い
。
新
市
将
来
構
想

に
示
さ
れ
て
い
る
高
い
理
想
を

実
現
す
る
た
め
に
、
基
本
と
な

る
ル
ー
ル
が
必
要
で
は
な
い

か
。
自
治
基
本
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。田

園
都
市
型
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
は
、
田
園
都
市
と
は

ど
の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
な
の

か
。
ま
た
、
新
市
の
基
本
理
念

の
一
つ
で
あ
る
協
働
に
つ
い

て
、
ど
う
定
義
す
る
か
。

（
市
長
）
自
治
基
本
条
例

に
つ
い
て
は
多
く
の
自
治

体
が
制
定
、
あ
る
い
は
検
討
中

で
あ
る
。
自
治
体
の
役
割
、
市

民
の
役
割
等
を
明
確
に
し
た
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。
自
立
を

め
ざ
す
自
治
体
と
し
て
将
来
的

に
必
要
と
考
え
て
い
る
。
次
に

田
園
都
市
の
都
市
と
は
人
間
の

生
活
空
間
で
あ
り
、
安
曇
野
で

は
大
都
市
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な

く
小
さ
な
村
と
と
ら
え
て
も
よ

い
。
田
畑
、
里
山
、
屋
敷
林
な

ど
と
、
ど
う
調
和
を
と
っ
て
い

く
か
が
田
園
都
市
づ
く
り
だ
。

協
働
に
つ
い
て
は
新
し
い
公
共

空
間
づ
く
り
の
中
で
行
な
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
行
政
と
住
民

が
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い

く
か
、
い
い
方
向
に
育
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

農
業
の
振
興
策
に
つ
い
て

農
政
の
転
換
に
よ
り
地

域
農
業
は
大
変
な
事
態
に

直
面
し
て
い
る
。
約
４
５
０
０

戸
の
農
家
が
担
っ
て
い
る
水
田

農
業
を
ど
う
守
る
か
。
新
政
策

対
応
の
担
い
手
づ
く
り
を
ど
う

支
援
す
る
の
か
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
と
後
継
者
難
へ
の
取

り
組
み
は
、
農
作
業
受
託
の
第

三
セ
ク
タ
ー
を
つ
く
る
考
え
は

な
い
か
。
ま
た
有
機
農
法
と
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
ど

う
考
え
る
の
か
。

（
産
業
観
光
部
長
）
安
曇

野
市
の
農
業
は
産
出
額
で

み
る
と
県
下
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
で
あ
る
。
半
面
高
齢
化
と
兼

業
化
が
進
ん
で
い
る
。
ま
た
、

高
価
な
農
機
具
が
過
剰
投
資
と

な
り
農
業
経
営
を
圧
迫
し
て
い

る
。こ

う
し
た
中
で
国
際
競
争
力

を
持
っ
た
農
家
を
育
て
な
け
れ

は
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ａ
中
心
に
地

域
の
合
意
形
成
を
図
り
集
落
営

農
と
い
う
形
を
と
る
方
向
で
市

と
し
て
も
積
極
的
に
取
り
組
み

助
成
を
考
え
て
い
き
た
い
。
新

た
な
農
作
業
受
託
組
織
と
い
う

形
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。
米

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
は
豊

科
地
区
で
は
、
実
績
が
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
有
機
農
法
を
参
考

に
、
農
家
、
Ｊ
Ａ
、
市
が
一
体

と
な
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い

き
た
い
。

文
化
芸
術
施
設
に
つ
い
て

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
と

し
て
３
地
区
で
計
画
さ
れ

て
い
た
も
の
を
現
在
検
討
委
員

会
で
協
議
し
て
い
る
。
穂
高
地

域
に
お
い
て
は
芸
術
文
化
の
領

域
で
輩
出
し
て
き
た
人
た
ち
の

業
績
を
後
世
へ
残
す
べ
く
施
設

の
検
討
を
し
て
き
た
。
安
曇
野

に
は
多
く
の
遺
産
が
あ
り
全
市

的
な
観
点
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
市
は
残
す
べ
き
芸
術

品
、
文
化
財
を
把
握
し
て
い
る

か
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
後
世
へ

残
す
施
策
は
。

（
教
育
次
長
）
現
在
市
に

は
有
形
、
無
形
合
わ
せ
て

130
件
ほ
ど
の
文
化
財
が
あ
る
。

今
後
指
定
基
準
の
統
一
、
見
直

し
を
し
て
地
域
に
埋
も
れ
て
い

る
も
の
を
把
握
し
て
い
き
た

い
。
芸
術
作
品
に
つ
い
て
は
寄

贈
さ
れ
た
も
の
は
美
術
館
、
記

念
館
等
で
保
管
し
て
い
る
。
文

化
を
後
世
に
残
す
た
め
に
は
資

料
館
、博
物
館
も
大
切
で
あ
る
。

合
併
協
議
の
中
で
は
文
化
施

設
の
整
理
統
合
に
も
ふ
れ
て
い

る
が
遺
産
の
顕
彰
施
設
は
地
域

交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
計

画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。
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自
治
基
本
条
例
の
制
定
を

本
　
郷
　
敏
　
行

議
員

会派「平
たいら

」
平のスローガンは「オール・イズ・イーブン」、すべては平ら、豊かな安曇野の平ら、そして平林市長の平
を重ね合わせたものです。平林市政のもとによって、すべてがリベラルな立場で公平に発想し、豊かな安曇野
の平を創造していきます。
基本理念は、「後世の若者たちに恥じることのない合併の成果を継承してもらう」としています。

会派「日
に

本
ほん

共産党
きょうさんとう

安
あ

曇
づみ

野
の

市
し

議
ぎ

団
だん

」
1922年に創立された日本共産党は、戦前･戦後を通じて反戦平和、主権在民、男女平等を貫き、今年で84年
になります。
安曇野市民のしあわせとくらし、仕事の充実のために、全力をあげます。

会派「安政会
あんせいかい

」
安政会は、安曇野市の「安」自治体の責務である安全・安心の「安」の政治活動との思いを込めた名称です。
活動基本は、二元代表制の真意を受け止め、行政におもねるイエスマンになることなく、首長（行政）の監
視・評価する役割を是々非々で取り組み、真の議会制民主主義の確立に努めます。

会派「五
ご

一
いち

会
かい

」
五一会の議会活動理念は、安曇野市の基礎、土台を固め、発展方向を見出していきたいとして、この趣旨に
賛同した議員により結成されました。
政策理念は、「旧５町村の流れを一つにし、安曇野市の政策、施策の流れにする」であり、その意味を込め、
名称を「五一会」としました。
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継
続
事
業
、
合
併
協
定

書
は
遵
守
か
、
尊
重
か
。

（
市
長
）
既
に
着
工
・
計

画
済
み
は
、
そ
れ
を
継
続

す
る
。
合
併
協
定
あ
る
い
は
そ

の
他
の
地
域
継
続
事
業
に
つ
い

て
は
、
尊
重
し
て
行
く
こ
と
が

原
則
で
あ
る
。
新
市
の
将
来
を

見
な
が
ら
変
更
、改
善
を
加
え
、

合
意
の
下
で
事
業
を
行
っ
て
い

く
。

土
地
利
用
計
画
の
検

討
、
策
定
の
今
後
に
つ
い

て
は
。

（
都
市
建
設
部
長
）
３
年

位
で
あ
る
程
度
の
方
針
を

固
め
て
、
残
り
２
年
で
合
意
を

得
な
が
ら
手
続
き
な
ど
も
行

い
、
最
終
的
に
５
年
を
目
途
に

ル
ー
ル
作
り
に
当
た
り
た
い
。

当
面
５
年
間
の
開
発
行

為
に
対
し
て
、
ど
う
対
処

す
る
の
か
。

（
都
市
建
設
部
長
）
旧
５

町
村
が
進
め
て
き
た
地
域

ご
と
の
指
導
要
綱
な
ど
を
活
用

し
な
が
ら
対
応
し
て
行
か
ざ
る

を
得
な
い
。

安
曇
野
市
の
適
正
人
口

受
容
能
力
、
目
標
設
定
は
。

（
企
画
財
政
部
長
）
総
合

計
画
を
立
て
る
に
当
た
っ

て
、
一
番
基
本
目
標
に
な
る
の

は
人
口
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
お
い
て
は
10
年
後
、
10

万
５
千
人
と
設
定
し
て
い
る
。

今
後
、
人
口
の
受
け
皿
、
産
業

別
の
受
け
皿
を
含
め
、
自
然
環

境
面
や
景
観
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス

も
考
慮
し
て
目
標
設
定
を
考
え

て
い
く
。将

来
必
要
と
な
る
投
資

と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
公

共
建
物
が
展
望
さ
れ
る
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
市
民

の
要
望
、
利
用
の
実
体
等

を
含
め
、
調
査
研
究
し
て
い
く

過
程
と
な
る
。
安
曇
野
市
の
公

共
施
設
は
、
類
似
市
と
比
較
し

て
も
遜
色
な
い
ほ
ど
数
は
そ
ろ

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
機
能
や

規
模
的
に
見
る
と
、
市
と
し
て

適
正
規
模
な
の
か
と
い
う
部
分

が
あ
り
、
市
役
所
、
市
民
会
館

な
ど
と
い
う
一
体
的
な
も
の
、

総
合
的
な
も
の
が
無
い
。
総
合

計
画
の
中
で
、
市
民
の
要
望
と

必
要
性
を
検
討
す
る
。

審
議
会
、
協
議
会
、
委

員
会
な
ど
の
位
置
づ
け
と

は
。（

市
長
）
行
政
内
部
だ
け

で
全
て
政
策
形
成
を
行
っ

て
い
く
の
で
は
な
く
、
準
備
段

階
か
ら
外
部
の
方
々
の
意
見
を

聞
く
と
い
う
の
が
、
審
議
会
、

協
議
会
、
委
員
会
だ
ろ
う
と
思

う
。
い
ず
れ
も
政
策
決
定
に
至

る
ま
で
の
参
考
と
し
て
の
意
見

書
、
答
申
書
、
報
告
書
で
あ
り
、

施
策
の
意
思
決
定
に
つ
な
げ
て

行
く
。
最
終
的
に
は
議
会
の
承

認
を
得
て
決
め
て
い
く
。

自
主
防
災
の
名
実
伴
う

環
境
づ
く
り
を
。

（
総
務
部
長
）
自
主
防
災

組
織
の
活
動
へ
の
参
加

は
、
他
人
の
た
め
に
や
ら
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
く
、
自
分
自

身
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
市
民
に
も
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

18
年
度
中
に
は
地
域
防
災
計
画

を
作
っ
て
行
く
。
避
難
場
所
・

施
設
の
問
題
も
計
画
の
中
に
き

ち
ん
と
位
置
づ
け
て
い
く
。
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安
曇
野
の
健
全
な
発
展
を
！

藤
　
森
　
康
　
友

議
員

338
億
円
（
市
民
一
人
当

た
り
34
万
５
０
０
０
円
）

の
新
年
度
予
算
は
、
市
民
要
望

の
福
祉
・
教
育
・
環
境
・
子
育

て
支
援
に
配
慮
さ
れ
た
も
の
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

（
市
長
）
財
源
が
予
想
以

上
に
少
な
い
た
め
基
金
の

取
り
崩
し
を
し
た
。
19
年
度
か

ら
先
、
見
通
し
が
た
た
な
い
状

況
だ
。
社
会
保
障
費
は
市
の
責

務
で
増
え
て
い
く
も
の
で
、
重

点
的
に
考
え
た
い
。

指
定
管
理
者
制
度
、
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
よ
っ

て
、
市
職
員
の
関
与
が
弱
ま
る

「
小
さ
い
自
治
体
」
で
い
い
の

だ
ろ
う
か
。

（
市
長
）
体
育
館
の
指
定

管
理
者
制
度
導
入
で
効
果

が
あ
が
っ
て
い
る
例
が
東
京
に

あ
る
。
行
政
が
す
べ
て
の
要
望

を
受
け
る
時
代
で
は
な
い
。
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ま
ざ
ま
な
内

容
を
見
直
し
て
い
き
た
い
。

公
共
交
通
網
の
基
礎
づ
く
り

安
曇
野
市
内
を
結
ぶ
バ

ス
路
線
の
ル
ー
ト
と
し

て
、
明
科
駅
・
田
沢
駅
・
日
赤

病
院
・
豊
科
駅
・
穂
高
駅
を
提

案
す
る
が
ど
う
か
。

（
企
画
財
政
部
長
）
距
離
、

時
間
、
経
費
の
検
証
を
し

て
、
仮
想
ル
ー
ト
を
つ
く
り
た

い
。
デ
マ
ン
ド
交
通
、
市
営
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
と
組
み
合

わ
せ
て
総
合
的
に
一
つ
の
交
通

体
系
を
つ
く
り
た
い
。

東
近
江
市
で
は
、
て
ん

ぷ
ら
廃
油
を
精
製
し
た
燃

料
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）
を
市
営
バ
ス
に

使
用
し
て
い
る
が
当
市
の
環
境

施
策
に
参
考
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。

（
市
民
環
境
部
長
）
京
都

市
、
長
野
市
、
松
本
市
で

は
Ｂ
Ｄ
Ｆ
を
公
用
車
な
ど
に
利

用
し
て
い
る
。
上
越
市
の
事
例

も
あ
り
、
今
後
用
途
を
含
め
研

究
さ
せ
て
も
ら
い
た
い
。

中
山
間
地
域
の
土
台
づ
く
り

中
山
間
地
域
は
里
山
と

し
て
当
市
を
形
成
す
る
土

台
を
つ
く
る
も
の
だ
が
、
災
害

を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
や
農

林
漁
業
の
振
興
に
ど
れ
だ
け
力

を
い
れ
る
つ
も
り
な
の
か
。

（
市
長
）
当
市
の
山
林
、

里
山
の
自
然
の
恩
恵
は
は

か
り
知
れ
な
い
。
森
林
保
全
は

市
と
し
て
も
各
方
面
に
働
き
か

け
努
力
し
た
い
。

（
産
業
観
光
部
長
）
中
山

間
地
の
農
業
振
興
は
農
地

の
遊
休
・
荒
廃
防
止
、
環
境
保

全
、
治
水
の
面
で
も
重
要
だ
。

緑
の
少
年
団
の
活
動
支
援
、
学

有
林
の
整
備
、
除
間
伐
の
整
備

支
援
、
森
林
大
学
で
里
山
保
全

に
努
め
た
い
。

当
市
の
田
園
都
市
構
想

は
都
市
と
田
園
、
自
然
と

開
発
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
と
思

う
が
ど
う
か
。

（
助
役
）
当
市
は
田
園
都

市
の
形
態
を
な
し
て
い
る

と
思
う
。
田
園
の
占
め
る
ウ
ェ

ー
ト
は
高
く
、
安
曇
野
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
づ
け
て
多

く
の
人
に
訪
れ
て
も
ら
い
た

い
。

新
年
度
予
算
の
考
察
と
課
題

下
　
里
　
喜
代
一

議
員
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農地の中に点々と進むミニ開発

市営バス「潮沢線」


